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◆本件の概要  

令和３年度島根大学総合博物館アシカル講座 第２ステージ「先史時代の日本列島・朝鮮半島（＋

北欧）」の第１弾です。 

今回は「栄養面からみる縄文食と先史時代の北欧食」というテーマで、日本列島の縄文人、

そして北欧の先史時代人がどのような食べ物を食べていたのか、遠く離れた２つの地域を比

較します。 

 

◆概要内容 

 

テーマ：栄養面からみる縄文食と先史時代の北欧食 

講 師：小松彩（ノルウェー トロムソ大学博物館 研究員・島根大学総合博物館 学外協力研究員） 

日 時：令和３年１１月２７日（土）１３時～１４時３０分 

対 象：市民一般・大学生・高校生 

会 場：島根大学 生物資源科学部３号館 ２０２教室 

（島根大学松江キャンパス内、総合博物館アシカルの上階） 

定 員：４８名 

その他：・事前申し込み制 

申し込み先≫ https://www.leaf2.shimane-u.ac.jp/enquete/no/museum 

・参加費無料 

・会場での対面受講の際は、新型コロナ感染症対策にご協力をお願いいたします。 

（３密回避・マスク・消毒・検温など） 

 

主 催：島根大学総合博物館 

      島根大学法文学部山陰研究センター「既掘考古資料の集成検討および一括資料群の再検 

討による山陰地域社会の動態的研究」プロジェクト 

      島根大学古代出雲プロジェクトセンター 

共 催：まつえ市民大学 

 

 

◆本件の連絡先 

島根大学総合博物館（TEL 0852-32-6496） 

 

◆関連 HP 

島根大学総合博物館アシカル  http://museum.shimane-u.ac.jp/ashikarukoza.html 

 

【添付資料：  ■あり（  １枚）  □なし 】 

第 123 回アシカル講座「栄養面からみる縄文食と先史時代の北欧食」

【11/27】 



  

 

 


